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乳 苗稲作 普及 へ の 取 り組 み

徳 島 県川 島農業改良普及 セ ン ター　　金 佐 　 貞行

1 ．乳苗稲作 に取 り組ん だ期間

　 平成 7 〜11年度　　徳島農業改良普及セ ン タ
ー

　 平成 12〜13年度　　川島農 業改良普及 セ ン ター

2 ．乳 苗稲作 に 取 り組 ん だ動機

　 米の 生産過 剰 ・外 国産米 の 輸入 ・1 人 当 りの 消 費 の 減 少等に よ り米 価 が 毎年 低下 し農家所 得が

減少 して い る 。 また担 い 手 の 高齢 化 が すす ん で い る こ とか ら 、 い か に 安 く ・ラ クな 稲作が で き る

か が 課 題 とな っ て きた 。

　　こ の 対応 と して 直播 を考え てみ たが、湛水 直播 で は直播機やカルバ ーコーティング マシン等の 経費、乾 田直

播で は 播種機 ・
除 草剤 散布 の 動噴 ・水 田 の 漏 水対策等の 経費 と労力 を要する 。こ れ に 対 して 乳苗

　は 、 田 植機 の 乳苗対応 へ の 改 造 （4 条ロータリー式で 2〜2．5万 円 ）と電 熱育 苗 器 の 自作 で （4 万 円 くら

　　い ）、合 計 6〜6．5万 円 の 経 費で 乳苗に 取 り組 む こ とが で き る と思 っ た 。

　 （1）乳苗 稲 作 を知 っ て か ら取 り組む まで に 何 年 か の ブ ラ ン クがあ っ た 。

　　　   新 聞 ・雑 誌 等 　　乳 苗 稲作 の 記 事

　　　   専門技術 員　 　 乳 苗 稲作 の 紹 介

　　　   農 業試 験 場 　　　乳 苗 稲作 の 試 験成 績 の 紹 介

　 （2 ）乳 苗 稲 作 の 取 り組 み

　　　 平成 7 年 3 月 、 書店 で偶然手に した 「乳苗稲作 の 実際 （農 文 協 ）」 を読 ん で 、 こ の 技 術 は

　　 本 物 だ 、 乳苗稲作は 省力 ・低 コ ス ト化 で きる技 術 と確 信 し技術 実 証 と普 及 の 必 要性 を痛感 し

　　 た 。 平 成 7 年 は準 備期 間 と し 平成 8 年か ら実 行 に移 した 。

3 ．乳苗稲作の 技術実証

　 （1 ）準　備 （平成 7 年）

　　   乳 苗 関 係 の 資料 を集 め て 乳苗稲作 の マ ニ ュ ア ル を作 成 した 。

　　   催芽器 の 自作 　 　 ：熱 帯 魚 飼 育水 槽 の ヒ
ーター・サーモスタットと エアーポ ンプ を利 用 した 。

　　   電 熱育苗器 の 自作 ： 苗 運 搬 用棚 を利 用 した 電熱 育苗器 を 自作 し よ う と し た が 、ヒーS一とサー

　　　 モスSvトの 販 売店 が 見つ か ら ず 自作 を断念 、市 販 の 電 熱 育 苗 器 を購 入、そ の 後 に 取 扱 店 が 見

　　　 つ か っ た の で 自作希望 者に 紹介 し て い る。

　　   田植 機 の 改 造 と調 整

　　　　 ・苗取 り 口 を狭 くす る部品 の 取 り付 け （農機 具店 ）

　　　　 ・植 え 付 け 爪 交 換 （農 機 具 店 ）

　　　　 ・縦 か き取 り 量 8 〜 9 皿皿 （自分 ）

　　　　 ・植 え付け 深 さ 3c 皿 （自分 ）

　　　　 ・50株／坪植 え （自分 ）

　　　　 ・苗 押 さ え棒の 位置調整 （自分 ）

　　　　 ・横 か き取 り回数を 28回 に 改造 （平成 10年 メ
ー

カ
ー

）

　 （2 ）経 　過 （平 成 8 年 〜）

田植 機 の 設 定 10a 植 付

苗　箱 　数
年 　度

坪 あ た

り株数 横か き取 縦 か き取

計 算 上

の 箱 数

平 成 8 年 50株 24 回 9 皿m 9．8箱 11．5〜12．0箱

9 50 24 回 8 皿m 8．7箱 10．5〜 11．0箱
10 50 28 回 8 皿m 7．5箱 9．5〜10．0箱
11 50 28 回 8 皿m 7．5箱 9．5〜10．0箱

12 50 28 回 8m 皿 7．5箱 9．5〜10．0箱
13 50 28 回 8mm 7．5箱 9．5〜10．0箱
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（3 ） 1箱 播 種 量

　　  1株 の 植 付 け 本 数 3 〜 4 本 （平 均 3 ． 5本 ）植 え とな る よ う に 1株 当 りの 乾籾 重 を 0．1g と

　　　
した ゜

　 　 　 （
1

覦
重

．

1

纒 黯譱≒

1

鸞 ⊃

　　  50株 ／坪植 で 10ア ール 10枚の 苗で 田植えす る場合　 1箱 150g播 きと した 。

　　　　　　　　　　　　　　　喩 1：欝露 ． 購 土
箱

驍 〕
（4 ） 10ア ール 施肥量 （コ シ ヒ カ リ）

　   ケ イ カ ル 　 80kg

　   乳苗は分 げ つ し や す い 特性 か ら基 肥 は 無施 用 、田植 え後 1 ケ 月 を経過 し た 休日 に 「BB

　　 み の り」 を 5〜 6kg ・追肥 苦 土重 焼 隣 9〜10kg、穗肥 に 「 BB み の り」 を 15kg程度施用 し て

　　 い る （BB み の りの 成 分 は N14 − P8 − K14 、　 N14 の 内 40％は肥 効調 節 40日タ イプ ） 。

　   平成 12〜13年 は 「BB み の り」 に LP コ
ー

トを加 用 した 。

　　　・
田植 え 1 ヶ 月 経過時 　 　LP コ ー ト70　 15％

　　　・穂 肥　 　 　 　 　 　 　 　 LP コ ー ト40　 10％

4 ．乳苗稲作 普及 の 取 り組 み

　 （1 ） 平成 8年 〜 11年 度 （毎 年 ）

現 　地

検討 会

参集 者

（2 ）平成 12〜13年 度

　　 平成 12年　現地 視 察

　 　 　　 　 　 　 現 地 視 察

　　　　　　　 検討会

　　　　　　　 講演

　　　　　　　 研修会

　　 平成 13年　現地視 察

　 　 　　 　 　 　 現 地視 察

　　　　　　　 現 地視 察

　　　　　　　 検討会

　　　　　　　　徳 島農業改良普及 セ ン タ ー

2 回 （6 下 〜 7 上旬 、 8 上 〜 8 中旬 ）

1 回 （1 〜 2 月 ）

栽培農家 、 農協指導 員 、 市町村職 員 、 米麦協会、植防 協会、食糧 事務所 、専門

技術 員

　 　 　 川 島農 業改 良 普 及 セ ン タ
ー

月

月

月

月

　

　

ユ
　

ユ

781

ー

川 島農 業生 活 指 導班 会

阿 波町 農 業 考 え る会 役 員

川 島農業生 活指導班 会

阿波町農業考える会で 乳苗稲作の 紹介

8 月 ・2 月

5 月 ・8月

8 月

6 月
・8月

1 回 予 定

中核 農 家作物 部 会 で 紹 介

中核 農 家作 物 部 会

農業生 活指導 班会

阿波町 の 農家

栽 培 農 家、町 村担 当者 、農 協 担 当 者等

5 ．乳苗稲 作 の PR

　 （1 ）パ ン フ レ ヅ ト ・冊 子 の 印 刷 配 布

　 （2 ）普及 セ ン タ
ー

だ よ り等情報誌で 乳 苗稲作の 紹介

　 （3 ）有線 T ▽ （農業得 々 情報　平成 12年 3 月 、 5 月 、 7 月 、 9 月 、 平成 13年 4 月）

　 （4 ）有 線 TV で 放送 し た 乳苗稲作 の ビ デ オ テ
ー

プ の 貸 し 出 し

7 ．乳苗 稲 作 の 導入 と普及

　 （1 ）徳島農業改 良普及 セ ン ター管内

年度 7 年 8 年 9 年 10年 11年 12年 13年
戸数 3 戸 4 戸 8 戸 12戸 15戸 52戸 55戸

面積 0．4ha2 ．5ha5ha8ha12ha30ha32ha

＊ 平成 12年か ら JA

　徳 島 市が乳 苗に 取 り

　組み 開始

（2 ）川 島農業改 良 普及 セ ン タ
ー管内

年度 12年 13年
戸数 4 戸 10戸

面積 2ha5ha
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8 ．乳苗稲作 を普及 さ せ る た め に

　 （1 ）乳苗稲作 を十分に 理 解 する （自己 の 水 田 で 栽 培 ・観察 の 継続 と記録写 真）

　 （2 ）家族 全 員 の 理解 を得 る た め に 育苗お よ び 生 育 状態 が わ か る写 真集を作 り見せ る 。

　 （3 ）大規模化 を目指 して い る農家、他作 目との 労 力 競 合 を解消 しよ うと し て い る農家 、育 苗 作

　　　 業 を省力 ・低 コ ス ト化 を した い 農家、休 日利 用 の 兼業農家、老齢化 して 軽作業 に変え た い

　　　 農 家 等 に 乳 苗 稲作 の 特 性 を十 分 に 説明 し 理 解 を得 て す すめ る 。

　 （4 ）女性 ・高齢者 には作業が ラ ク に な る こ とを話す 。

　 （5 ）乳苗 稲作 は今使 用中 の 田植 機で 、も っ と安 く
・軽 く ・ラ ク に で きる 。

　　   電 熱 育 苗 6 日、硬化 2 日、苗 丈 9cm 、苗 齢 1 葉の 苗を 45〜50株／坪 、 9 〜10枚 ／ 10a で

　 　 　 田植 え

　　   育 苗 セ汐
一
渡 し税 込 み 価 格 は （乳 苗 557円 JA徳島市） （緑 化 苗 560円 JA阿 波 町 ）であ る 。

9 ．乳 苗稲作 で 5ha 徳 島市 の 兼業農家 Y 氏の 事例

　 （1 ）乳 苗稲作導入 の 動機

　　　 従 来は 1 式 ポ ヅ ト 田植機 で 25枚 ／ 10a 植 え で 2ha の 経 営 を し て い た 。 5ha 以 上 の 水 稲 栽 培

　　 の 希望 を持 っ て い た が 、 ポ ッ ト育苗で は 育苗 がネ ッ ク と な り規 模拡 大は 無 理 で あ っ た 。

　　　 育苗期 間 6〜 7 日 、 10枚／ 10a の 苗 で 田植 え可 能な 乳 苗稲作 を紹 介 し、平成 10年 に試作 を

　　 進 め た e そ の 年 の 収 量 が ポ ッ ト育 苗 と差 が な く、育苗の 労 力が 少 な い の が 理解 で き た 。

　 （2 ）経 　過

　　   平 成 10年 ま で 1 式 の 乗 用 5 条 田植 機で ポ ヅ ト苗を植 え て い た 。

  平成 10年

  平成 11年

  平 成 12年

  平 成 13年

13a で 乳 苗 稲作 の 試作 、 従来 の ポ ッ ト苗 と同様 の 収 量で あ っ た 。

乳苗稲作 3ha （50株／坪植え　 10〜 11枚 ）乗用 5 条田植機ポ ッ ト苗仕

様 を乳苗用 に 改造 　約 5 万 円

乳 苗 稲 作 5ha （45株 ／坪 植え 9〜10枚 ）

乳 苗 稲 作 5ha （37株／坪植え　約 8枚 〉　 疎植 仕様 乗 用 5 条 田植 機 を購入 、

乳苗用 に 改造

10．更 な る 低 コ ス ト化 の た め に

　 （1 ）田植 え 苗箱数 の 減少 ： 育 苗箱数 を田植え箱数 に近 づ け廃 棄苗 を少 な くす る 。

　 （2 ）機械の 長期 使 用 （清掃 、点検 、 注 油 、 グ リスアッフ
゜
、オ仍 交換、調 整、修理 等 ）

　 （3 ）電 熱 育 苗器 の 自作

　　　  他作物栽培で 使用 し て い る もの を使用 （温 度調 節器 、 ヒー外 等） 一一一事 例あ る

　　　  電 気製品廃物 利用 （エアコンの コントロ
ー
ラ
ー、温 水 器 の ヒーター等 ）　　　

一一一事 例 な い

11，お わ りに

　 （1 ）乳苗は農 家手持ちの 機械 を使用 する の で 、 乳苗 に転換 の 経 費が 少 な くて 省力
・低 コ ス ト化

　　　　で きる 「おすすめ の 技術 」 とし て 普及 に取 り組 んで い ます 。 な お 、 最近の 田植機 は ロヅクウール

　　　　マッ トで 育 苗 し た 苗も移植で き る機種 も多 く、田植機の 調 整 だけ で乳苗移植 が可能 とな っ て お

　　　　り、電 熱 育苗 器 を準備を すれ ば よ くな っ て い ま す 。

　 （2 ）乳 苗稲作 の 取 り組 み に あ た り多 くの 試験成績 を参考に さ せ て い た だ き ま した、お 礼 申 し上

　　　　げ ます 。 今後 とも乳苗の 特性 を最 大 限 に 生 か した試験 研究の 取 り組み と情報提供 をお願 い

　　　　致 します 。
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